
 

 

 

 

 

南 知 多 町 中 学 校 

再 編 委 員 会 だ よ り 第３号  
発行日 令和４年６月７日 

統合に向け、校訓や交流活動について話し合われています 

５月１８日（水）、町総合体育館にて第３回中学校再編委員会が開催されました。議事の内

容とともに、「熟議」として、委員が小グループでそれぞれのテーマに沿った話し合いを行いま

したので、お伝えします。 

南知多町中学校再編委員会・南知多町教育委員会 

中学校統合に向け、①生徒どうしの人間関係づくりに踏み出し学校生活への見

通しをもつこと、②通学方法等のシミュレーションを行うこと、を目的に、次のように

交流活動を予定しています（現時点での主な予定です）。 

・ ６月３０日（木） … １年：林間学校（合同で実施予定）の準備 ２年：「コミュニケーション力アップ講座」 

・ ７月２８日（木） … 部活動（郡大会後の新チームでの合同活動 等）についてオリエンテーション 

※夏季休業以降は、統合を見据えた合同での部活動を、各種目の実情に合わせ実施します。 

・ ９月９日（金）、 １１月９日（水）、１月１１日（水）、３月１５日（水） … 内容は今後の状況に応じ検討 

 

通学路の概要については、前号でもお伝えしました。それぞれのバス経路（５コース）で、

次のように停留所を設置し、交流活動でのシミュレーションにて課題を検証していきます。 

A コース 小佐 → 新居（東部消防車庫前） → 高浜 → 豊浜 → 半月 → 東中須 → 中須 

          → 西中須 → 桜公園前（豊半前）                     → 中学校正門前 

B コース 山田 → 新屋敷（豊小停留所） → 運動公園前 → 乙方（滝本氏ハウス前） 

→ 中之坪（ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ愛文横） → ちたしん前        → 中学校正門前 

C コース 新師崎 → 片名 → 大井 → 山田池前（み小停留所）     → 中学校正門前 

D コース 新町公園前 → 師崎 → 師崎東口                 → 中学校正門前 

E コース 師崎港                                   → 中学校正門前 

（以上は現時点での案です） 

交流活動と 

ｽｸｰﾙﾊﾞｽ停留所 

統合中学校の学校教育の方向性を表す理念について、話し合われました。 

今後、これらの理念の達成に向けて、開校の準備、開校後の教育活動を進めてい

くことになります。 

１ 校  訓 

２ 本校の教育目標 

 

 

３ 本校が目指す生徒像 

  
（「南知多町が目指す児童生徒像」より） 

統合中の校訓、 

学校教育目標 

 
創  造 

自己を 人の和を 社会を 創造する生徒を育てる 
・自己を創造  … 人格の完成を目指し、生涯学習の理念を踏まえる 

・人の和を創造 … 個人の尊厳を重んじ、コミュニケーションを重視する 

・社会を創造  … 公共の精神を尊び、社会の形成者としての資質を育む 

郷土に誇りをもち、心豊かに自ら学び、心身ともに健康でたくましい生徒 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再編委員会での議論の大きな方向性を協議する

「熟議」を行いました。令和５年４月の統合中学校

開校時はもちろん、５年後、10年後の南知多町の

学校教育を見据えた熱い思いが交わされ、時間が

足りないくらいでした。各グループのテーマや主

な協議内容は次の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暮らし続けられるまちを“あなた”とつくる 

次回のお知らせ 

 第４回 南知多町中学校再編委員会は、６月２２日（水）午後２時５０分から、南知

多町役場 大会議室にて開催します。 

町ホームページもご覧ください 

 https://www.town.minamichita.lg.jp/ 

お問い合わせは、南知多町教育委員会 学校教育課へ 

電話 0569-65-0711  Email: gakkyou@town.minamichita.lg.jp 

「熟議」今後の南知多町における学校教育 

Aグループ「目指す生徒像、基本的な小中学校

の教育体系の実現へ」 

・学校の特色として、何か特化した「あの学校

はこれがすごい」というものが打ち出せると

よい。 

・塾や習い事の少ない地域だからこそ、特色を

出すには地域の協力、支援が必要。 

・現在各小中学校が行っている、それぞれの地

区の特色ある活動を生かせるとよい。 

  生徒準備委員会  

５月２２日（日）には、中学校の生徒代表（中学１年生の代

表も新たに加わりました）による「第３回生徒準備委員会」を

行いました。 

今回は、校則や生徒会規約の案について意見が交わされま

した。また、前回から「魅力的な中学校とは」というテーマで

考えています。「各校の残したい伝統について」中学生や保護

者の思いを集約する方法を決めました。今後、どのように協議

が深まっていくのか、楽しみです。 

Bグループ「小中学校での部活動の在り方」 

・現在の学校にない部活を楽しみにしている。 

・小学生の人数が少なくなる。海っ子バスなど

を利用して学校間の連携はできないか。 

・今後は部活動が地域の活動に移行していく

ようだが、指導者がいないのではないか。 

・地域での指導者がいれば、ダンスなど新しい

活動もできないか。現在のクラブチームのよ

うにお金が必要になるのではないか。 

Cグループ「町内外での子どもたちの学び」 

・コミュニティ・スクールの導入には賛成。た

だ、地区ごとの考え方もある。学校がやりた

いことに協力していく体制づくりが今後の

課題。 

・姉妹町である八百津町、下諏訪町との交流

は、統合１年目からは難しい。何年か先に林

間学校などで生徒間の交流を進めていけば

よいのではないか。 

Dグループ「海っ子バスの活用について」 

・登下校、休日の部活動、友だちと会うとき、

校外学習などが、海っ子バス活用の機会。 

・何より重要なのは安全に使えること。 

・ダイヤ改正が令和５年１０月に予定されて

いる。学校が始まって出てくる問題を反映

させ、その都度見直すことが大事。遅刻した

ときにあまり待たなくていいダイヤ調整が

あると安心である。 

熱心なグループ協議 

魅力的な中学校を「創造」しよう！ 

https://www.town.minamichita.lg.jp/

